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この報イli F年はヽ昭和160年8)J19卜1から1司午 9月27日まで、丸箱運輸合資会社の委

|,モを受け、グ〔忠町教育委サi会が和li岡県教育委員会の精導、援助を受け、須恵町大学

仙木
′
ン1山域ナiにあったIJl墳4ジi【の発棚調介を行った、埋蔵文化財の記録です.

調 rl‐した 4水 の1li填は、昭和52年に九州縦質自動車道の建設時に、県教育委虫会

より報イ
liされた乙れれ木1li填梓に属します。

大1llより1/Dゲ千みを続けてきたこの線の台地が、やむを得ぬ開発により消え去るの

は1持しいものの我々の先和とが成したノli活の次|1忠を「i己鉢 し、また世に報告すること

で、このメせ「TIな文化遺産をとどめたいと思います。

なお、服イ
'十
1+十の発イjまでの問、埋蔵文化財に対して、深い御理解をいただきまし

た丸柄迎輸イト資公イ|つ各位、||IL地所有者の稲永労氏、酷身の中現場作米の技術的

精導をなされた調介技Pl ll及び作業に携わった方々に深く感謝の意を及します。

| l r i不| 1 6 1  l l i  3 )」3 1 1 1

須忠町教育委貞会

教育長 鳥 末 友 :郎



711   言

l 木 書は合資会社丸福運輸の運輸施設建設によって破壊される「if墳の調査報告であり、要した

経費はすべて|卜〕社の負jHによる。

2 調 在は福岡県教育委真会の協力を得て、須忠町教育委員会が昭和60年8ナ」19日から9月27日

にかけて行った。

3 本 た1墳群の一部は、昭和47(1972)41と、九州縦賞ド1動車道建設に伴って調査 ・報↑iかなされ

ている。したかって本洛を 『乙植木ⅢI,墳梓 ⅡJと し、i tl墳は続き番号とした。

4 出 L遺物の雅11は、鉄器を九州歴史資料館技術+i在 横 IR義芋氏が、 11器は九州歴史資料館

で県文化課 岩 瀬正信氏の指導で行った。

5 遺 構、遺物の実淑」は浜問 ・高山 ・島性]Ji二浩 。原替 r・ 平Hl春美の諸氏と飛野が行い、率図は

豊橋弥化 ・関久汀i・鶴IJ仕了の諸氏と飛野が行った.

64遺 構写真は飛野が、|!!土遺物の写真は九州歴史資料館技術主企 石 丸洋、藤美代子氏が行っ

た。

7.本 書の執筆は 1を高山慶太郎氏、 4-Vを 宇美的立資料館 平 ノ内十治氏に依頼し、他を飛

野が行い、編集は飛野が担当した。

8 な お、本書に使用した空中写真は矢野清治 ・高山両氏の手による。

9 本 書に使用した方位は特記しないものは磁北を示す。
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じ

当該先肌調合の端縮は、九福運輸合資会社の運輸施設 (卓庫及び事務所)建 設言1画による開発

である。

「十由iのW台初において、会社は須恵町教育委員会に文化財の有無について問い合わせ、町教育委

!女会は、最終;l lhiにおける用地区域内に、 3基 の古墳が遺跡等分布調査により確認されていたこ

とで、文化財保護法第57条の 2に定める 「周知の埋蔵文化財包蔵地」であることを指摘し、必要

な処置について、会社の発掘調査に関する事務手続を代卑で行う粕屋農業協同組合開発課を通し

て検卜討することとして協議がなされた。

以降発掘が開始された 8月 19日までの間、町教育委虫会は、文化財保護の見地と県からの指導

に則り、古墳の現状保存待を考慮した設計変更を要望したが、経費面と地形的問題で折 り合いが

つかず、lilむなく掌前の尭掘調査を実施することとなった。

発捌調合は、調査に要する経費は会社に負担願い、発掘資材は福岡県文化課より借用し、 8月

19「1から9ナJ2711の間に須恵町教育委員会が実施した。また新たに一基の古墳が見つかり、調査

した「11墳は既匁1の3基を合めて 4基である。

調査関係材は次のとおりである。

総括 。庶務

須恵口!教育委員会      教 育反  鳥 末友 二郎

同       社 会教育課長  川 添  光

須忠町立歴史民俗資料館        高 | | 1慶太郎

同資料館運営協議会委員        山 元 劇 キ

発掘調査

技術主査  浜 田 信 也

技 師   飛 野 博 文

また、調査を円滑に進めるにあたって、丸福運輸合資会社代表取締役 高 「]芳夫氏、粕屋農業

協同組合開発課 井 L泰孝氏、 日地権者 稲 永男氏らの御配慮を得たとともに、須恵高校教諭

藤野茂雄氏、県文化財指導員 平 ノ内十治氏や島田iに浩氏、須恵高校郷上史クラブ ,福岡大学学

化らの詰君の応援、福岡市埋蔵文化R4センター 柳 沢―男氏、宗像市教育委員会 原 俊一氏、県

立け木資料館 石 山勲氏らの指導 ・助言をうけた。記して感謝します。

発掘作業員  安 河内勘三郎 ・稲永金治 ・L」藤嘉巴 ・西山喜六 ・稲永シズ子・稲永和代 ・堀ハ

ツF・ 三角 トキ r… 三角タミ子 ・三角アヤノ・矢野清治 ・秋竹スエノ・橋本カ

オル

ヤこめヤよ

福岡県教育庁文化課

I H l
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2.位 置 と 環 境

本遺跡は粕
ri店
‖いな忠町大学llll木の標高約351nの独立丘陵の束端近くにヤ地する。

粕1庄イ十いはiti賀‖Jを技北として南北に皮く延び、久山町 ・篠栗回!・須恵町 ・イ!:美田j・志免町の 5

川]は内降に位世する,こ れらの東側には術岡ヤ野と筑豊地方とを隔てる :村い山地が屏風状に南北

に逆なり、そのうち■杉山から北lltlへ派生するri陵が篠央『」とク1恵町を、はイf山から派生する低

丘陵がグ〔忠‖Jと
′
j=夫町とを分つ.ま た、須は ・字美 ・志免の 3町は四「工寺山から北内へ延びる月

隈丘陵で内側を栄かねフて盆地状の地形となり、中を須忠川 ・
″
jl美川の小7可川が質流する。

この地域の口1籾「地は決して広くはないが、神功十ユ后伝説のある字美八幡宮や径29mの 大円墳と

夕池11ffrt、Fll式の町t子を イ」する光 |!手前方後円町tなど、豊かな雄史を秘めている。

||イf rFI時代の遺物は粕
|1庄日J篤ヶ」池畔A遼 跡やナF原遺跡、 十1大隈カケ塚遺跡などが知られる

が、遺物料:は多くない。縄文時代の散布地も得字」池周辺にみられるが、詳細は不明である.

弥/ti時代になると調査例が増加する.篠 東町隈遺跡では袋状撃火 6基 と十壊菓、粕居町り|を山A

・B遺 跡では袋状竪火 ・イi:岸1跡・姿相など、「1 1ll大問遺跡で 8基の付居跡、同辻畑遺跡で甕精基

・L坂来などを発llHIしている.

11墳時代の遺跡には取要な資料か多いt先述したと夕池「ll墳は堅穴式千f室から鏡 ,琴柱形石製品

などを出 11した.「」じく″ま免的・占t葉Ltl ttfIは、往約20mの 円墳で組合式木精から物製鏡の外鉄製

農 に共を有する第 1けどi、企長26mの 帆立只式「午墳で割石小11積の堅穴式石室から農 T:兵類を出

にした第 2け墳などからなる。
′
■美町神領汁i墳群第 1号墳は塊石積竪穴式石室と組合式木棺の 2

つの対1葬lt体を行し、長11千係内行花文鏡などを出十している。こうした 4世紀後半から5世紀

前卜に■る中 ・小Ii,墳の実態が粕店 ・宗像向1 なヽどで明らかになりつつある。

キ1代では粕
ri席日)篤ヶr廃 ギで礎イiとともに 8 Ltl紀の li器・瓦が調査されている。

i仁

1 符:岡県教育委員会・志先‖J教育委員会 『ヒタ池遺跡祥一調奈報告会資料―J 1974。

2 篠 東町教育委虫会 「限遺跡 (『篠東町文化賞オ調合報告書ど第1集 1981)

3 粕 屋町数台客典会 『ふ人間池追跡j 1977

ユ 福 岡県教育委員会 『九‖縦質自動車道関係埋蔵文化財調査報告どヽ 〈(1979

5 志 免町教育委員会 「堂東占壌群J(『志免町え十ヒ財調査報告書J第 2集 1984)

6 年 夫町教育委員会 「神領占墳拝J(『
′
j!夫町文化財調査報告書す 1984)

7 福 岡県教育委員会 「鴛争」遺跡」(『ナL)‖`縦質自動章道関係埋蔵文化財調査報告』1 1970)
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3. 既 住 の 調 査

本「li墳群は昭和47(1972)年 、九州縦賞自動車通の建設に伴って県教育委員会の手による発捌

調査をうけている.そ の結果は、『九州縦貫自動卓道関係埋蔵文化財調査級やiX』 として1昭和52

(1977)年に紙ぞiされており、以 下にその内容を略述する。

第 1号墳  径 約15mの 円墳で、盛上二は約 lm。 主体部はいわゆる撃火系横IJ式イi生で、なf京

プランは晰08～ 105m、 長さ約2.4mの 長方形に近い。横IJ部は玄室床面より25cm高く、糾l石は

lllイ「11に、1てられる。典逆は長さlm余 の短いもので、玄門部前面両側に簡略なR占石を設ける.

遺物はイf塩内から鉄鏃片、須忠器荘 (党形)を 出とし、陶邑T K208型式に比定されている。

第 2号墳  径 約201nの円墳。 1!体部は単室の横穴式石室で、平面プランは幅145～ 195m、

長さ275mと 第 1け墳に比して幅広く、一口|り大型である。袖石は地山に接している。

遺物はイ「年内から須恵器直回症 ・同蓋を|1111するとともに墳にから69個体以上の須恵器 ・士師

器および鉄器 (鎌・イF壊響 ・小妊J響 ・◆伍・手斧等)が
一括出上している。須恵器は蓋杯 ・甦 ・高

杯 ・1任|」続 ・脚付有益荷 。大甕なと多器耗にわたり、士師器は大部分が椀である。時期はほぼT

K23理式に村1半4とされている.

|

| 1ヽこご

第 2図  周 辺地形図 (1/4000)

九
州
縦
受
自
動
車
道
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第 3号墳  径 約18mの円lrl. it体部は'卜年の棋火式イiをに属するが、敷イ1が追存するのみて

ある。それから推定されるイ1■さr山Fプランは竹f151n、長さ251nほどの羽 r枚形のものである。

え道は前!超2!ち蚊と|IJ様に短 く、簡略なものてある,

遺物は敷Fi 11から小ブr!t方製鋭 21白「、釧錫‖、ガ J″、銅 F、斧、鉄鏃、少r、ガラスEな どが出 にし、

他に須ナよ器究竿が検|||されているJ

第 4号墳  径 約1!i nlほどのIJJ墳. |:体部は令長 8mの 複を構造の横火式をf生である。

以 11のうち、夕,1～猪 3け墳は尾根稜線よりやや北にずれて築造され、いずれも内側に開日す

るのに対して、第 4冴墳は常側に11「地し、売道も向へと延びて造営時の意識の連いが読み取れ

る.こ れらの!+1墳は第 1り墳から第 3り竣が 51十七紀後■から61性紀初頭にかけて継続して、そし

て、第 1写墳は午|′1期1問をおいて 6批孫d後」4代に築とされたとされる.

4. 調 査 の 成 果

J l命対象ln i積は約18 0 0ボで 3ネの!| 1墳かヤ」りJしていた,嗣 企に

入った村1初、伐採した絆木が放舌とした1人態であったので、載機を

用いて雅理したあと、|1 1墳ド将に他の遺構のTJ 【々を確1忍するため

に11 1岐1打側にだ紋線と r`行するトレンチをあけたところ、第 7ぢ

墳岸fで′L(いかけずFi生の成骸を発児とたことて、調tt r  L′たrt l墳は

4え|となった!

一方、調介以前にこの「:陵|:で、|||イf器時代の遺物を採集 した            」

という情報があり、また11,墳の麻 liを除去する際にも黒解イ「・サ  第 3図 表 採遺物 (!3)

ヌカイトナ|を多く検出したことなどからその遺物の倹甘|を試みたものの、調合の手続き上の卑由

で,ll墳卜膚を調介できなかったことは悔やまれる.

1)第 5号 墳

墳 丘 (第4図 、図版 2)

現状は作1l m ttj後の円形となり、頂部は任 6m弱 の平■由jであった。 十1層の観察を以 卜に記

す。北日
｀
作では梯 11はイi生中心点から365mの 地点から始まり、その情序はほぼ水平に保たれてい

る. |1地友である灰点ヽ li片やは十同じく255mの 地点で消え、以北は大きく削り出される。盛 上の厚

みは最大075mに すぎない。南畔では帰 Lは同36mの 地点からいわゆるカルデラ状に施し、1日

麦土は同295m地 点で消える。さらに同4m地 点から幅23m、 深さ02mの 周溝が半周する。東

畔では鳩 11は27mの 地点から冶まり、以火は削り出し、35mの 地点からは幅1.5m、 深さ02m

ほどの構を掘削している。したがvって南北約 7mに わたって盛 11を施すわけであるが、周溝が墓

- 5 -
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要

?  ___   29m

9_            pm

下 !調査終了後、1 / 4 0 0 )第 4図  墳 丘測量図 (上 :現況
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域を画するという意識の 下に掘肖」

された構造であるとすれば、南北

約10m、 束西は西端を泉道の始点

とtrk定して約 7mと なる。 より厳

密に泉域を限るならば地山を削 り

出したすべての範囲という
一考も

あるが、現実 としてそれを見極め

ることは不可能に近い。 よ って、

ここでは後述する 6け 墳の墓道の

構築法 も考慮 して径10mの 円墳と

する。

主体部 (第 5図 、図版 2)

主体部は破壊され、たf材は抜か

れていたが、 5枚 の腰なfと敷イfの

敦設範囲から幅07m、 長さ21m

の狭長な長方形プランとわかる。

また、長さ 2m強 の巣道が内側に

取 りつ くことから、軽火系横日式

石室と推測される。

遺 物 (第 7・ 8図 、図版 8)

遺物は石=卑 上中および墳丘か

ら出上した。有室埋 L中 |||11の遺

物で図示 したものは鉄鎌のみであ

るが、他に大 /」lと思われる残片も

存在する。また墳 「1からは上器が

出上した。特に注意すべきは墓道

右側から出 上した
一括遺物である

(第6図 、図版 2)。友i除 去中に

すでに一部を採 り出したために細

部は不明であるが、観察の結果を

以下に示す。本 十器群は比較的大

型の甕と杯身 ・杯蒜 2個 体ずつと

小礫からなる。大型甕は底部を穿

0           1       2 m

第 5図  第 5号 墳主体部実測図 (1/40)

ケ
査

宮
１
野
Ｂ
Ｐ

/∩
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トー井
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崎m~ ⊂
耳犠

o            50cl輌
卜 〔 ~十  「 十 ~!

第 6図  第 5号 墳土器 出土状況

(1 1 2 0 )

子しし、小陳を支えに正立していた。 上半部は菩」れて落ち込むが、

その状汐せは自然に生じたものである。横に置かれた蓋杯のうち、

身の lrlは||1置しており、いま一つは横転。蓋の一つは隣接して

逆転し、九を欠損しており、いま一つは、麦土除去時に採り上↓す

たために、どのような状況にあったのか不明である。いずれもlra

ほ地|ILに あるが、さらに盛上が施されていたかは把握できてい

ない。

鉄器  第 16図1の鉄製曲刃鎌は中央部を欠損するものの、全

容はうかかえるⅢ背の厚みは最大 6 mmで、柄装着部の折り返しは

身に対してrt角に近い。

lil十  第 7図 5-1は 第 6号墳との間から出士した。約光か

残る!細 問Sの幣ナ「夕は他に比してやや甘いが、調整は」寧に行い天

)1部内1角iには十1可に、
1」のち共痕が残っている。胎上は精選される

が、焼成温度はやや低いようである。 5-2は 不用意に取 りLげ

た祭市じli器の 1つで党形に近い。調整は i寧で細部の造作も比較

20cm

第 7図  第 5号 墳出土土器 I(1/3)

-8-



的シャーブであるが、 こ れも天ブ|1部内1旬に当共渡を残

す。焼成はやや llく、部分的に灰虫白色を■する。 5-

3・ 4も祭祀十器梓で、この 2つ は焼成などからみて

セットとなるであ/‐lう。 3は 約えの成欠で、猪形 ・嗣雅

技法は 2と同様でやはり天ガ1部内面Fに肖只演を残すこ焼

成は日く灰|′1色に近い。 この 3をはともに、天丼部「1核

部の境およびIT端部内山Fに沈線を施している. 4も 約九

の残欠。造作は 」寧で、ll核部内由Fは段を設けず沈線に

代える。底部内山Fにち共痕を成す.焼 成は甘く、灰ま色

に近い。 5-5は 5-4と 同様で、先形占ド1. 5-6も 祭

祀上器である。底部には径 6 cmのP」形子とを焼成後に穿っ

ている。1子核端岡FはこHlに近 くド位に 1条 の沈線を施

す。煉部にはカキ||が残るものの無文である。焼成は |十

く、灰貴|′1色を
1ユする.

1)第 6号墳

―‐
Ｈ
角
百
呼

5V6

20cm

第 8図  第 5号 墳出土土器 II(|16)

墳 丘 (第4図 、図版 3)

現状では径16mの 111形を111し、 11膳の観察は以下のようであった (第9図)。

北畔では盛 |:はイ「年中心から約53mの 地点から開始され、最大高は1.7mとなる。大部分は十日

表上である灰黒色 11膚11に鳩らね,、殊にイ〒塩に近い部分では下位に灰黒色 と、上に赤褐色Hiを載

せたレンズ状のブロックが11、ケつ。盛 十の外側、網を被せた部分は黒色 上が堆積しており、墳裾

を/」Nす。その ド位の li膳は ,次堆積によるものであろう。南畔では盛 11の始点は5.25mの距離に

あり、 4mの 地点に祭Fじtitt C群の一端が地山 Lで検出された,■ 器検出地点は友■から約02

m前 後と浅かったために不明僚な点もあるが、両者間で燃土法が果なり、先の報告で記述された

ように岐gi構築後に祭市じを行い、さらに 11将群を増めたと考えられる。盛上の始点から約18m

南から幅1.5m、深さ03mの 周満が半用する。以上から、盛 11の南北任約105m、 周溝を合める

と1375mと なる。なお、鳩 卜は北に厚く、南畔では最高 lmほ どにすぎない。

東畔は石を中心から55mの 地点で盛 ■が始まり、北畔と同じく墳裾に黒色土が堆積する。こ

の堆積は盛1との構築法と関わるものであろう。つまり、本墳は阜石などの盛七保護施設を採用し

ていないことから、封上の流失を防ぐために墳裾をより強□に町1きしめた結果、永く原形を保ち

黒色上の堆積となったと考えられるのである。南畔および西畔にみられないのは盛上の厚さによ

る構築法のとと思われる。西畔は運愁く基道を断ち切ったために上層は単純である。盛とは 5m

の地点から始まるが、地山猪形による平坦面は5.75mの地点に及が。

- 9 -



以 卜のことから本墳は盛 liの南北長105m、 東西長

10.5mのFJ」墳となるが、周浦を含めてそ■13.75mの llJ

形に復原できる。

主体部 (第10ⅨI、図版 3)

it休部は既に崩壊し、埋 11除去に際して 2個 の天丼

イfを検出した. うち 1つは長さ13m、 幅06mの 滑石

であるぅ

掘形は地山に穿たれるものの第 9図にみるように極

めて浅く、特にオ1側壁および奥庄は腰石 ド端を犯め込

むのみにすぎない。 したがって掘形のプランは トレン

チ湘S分でlナか確認していないが、十七北29m、 東西約

35mの 企んだ上方形とtrl測できる.

イf生はヽ家の横穴式イ「本で、いわゆる羽 rllt形のブ

ランをもつ。奥壁幅18m、 玄li可部内側のは約15m、

長さ約26mで ある。

奥駐に r`行 して幅50cmほどの庇床を設けるが、構成

する4枚 のllt材はイF端を除いて倒れかけており、14!め

込んだ渡跡はない。

腰アiは奥壁を除いて概して小旗 りで、壁体の構築に

も小なfを数多く充坂しており占心のあとか衛える。ま

た、隅角ではほぼ一段日ごとに 2辺に石材をかけ渡し

ている (第10図の▲印).

玄門部には大きなイゴ材を据え、来lll部の痕跡のみ遺

存していれば撃穴式石客と兄誤る形態を採る。袖石は

2段積み Ll■た権石上に据えるためにイく安定なものと

なり、事実イf側袖石iは倒れかかっていた。袖石基部の

幅は50cmである。細1石の前面ん:イfには簡略な貼才fを用

いて鼻道の埋没を防いでいるが、これも十i墳盛土中に

あり脆弱な構造物である。

基道は約21m延 びる。これは盛 11111に掘削されて

いるために検出は困難を極めた。 11層の観察では、 2

枚の踏み締められた画があり、資初の床面を合めて 3

度の埋葬が考えられる。このうち、最 |二膚の追葬面は

合
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第 10図 第 6号 墳主体部実測図 (1/ 4 0 )
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9 -1   今

第 図  第 6号墳出土土器 I(1/3)
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20cm

第12図 第 6号墳出土土器II(lr3)

多我の打!イFの小片が混在しておリヤ|1意される。なお、初葬時の床面は1ドイ子前商約 lmに わたって

|「]地麦の灰ナR色 11膚が現れている。

遺 物 (第11～13・16。17図、図版 8・ 9)

遺物はイ「生内から大刀 2 tJを含む鉄器類および党存する須忠器壱 (6-7)を 、墳lEから多数

の十i器類とともに滑イf製紡錘有 1を検出した。各々の出 L状態を以 下に記す。

石室内の太刀は奥壁に沿って切先を北に向けた 11](6-T6)と 右側壁に沿って切先を内に

むけた l il(6-T7)で ある。それぞれに小攻Jの鉄器が伴っていたが、取 り■げ後不注意に

よって混乱してしまった。また、鉄釘は埋 11除去の際に出 上し、原位置は確認できない。また、

石を中央付近および屍床内で人骨細片も1日としている。須恵器僚は玄篭右子前の隅に傾いてい

たn

墳丘出上の遺物は大きくA～ Cの 各祥に分れる。 うち、A祥 は須恵器杯蕎 2点 (6-1・ 2)、

1司脚片 (6-5)、 僚 (6-9)、 大変 (6-11)、 上師器 (6-17)か らなり、大甕は破砕され約

光を失っている。杯蕎は転倒 しており、他の 2点は付近で出_上したものである。B群 は上師器の

みからなり、 6-12の _Lに6-14を 電ね、中に小石を 1つ入れていた。 6-13、 6-15も 隣接し

て出■iした。C癖 は最も大きな群である。東西約 2m、 南北約 lmの 範囲で帯状に連なり、所々

に大小の礫が混在する。 6-10の 硫は党形に復原しえたが、出上時は陳が破片の上に乗ってお

り、意識的に割られた状況を示していた。また、この群の中程で 2つ に常Jられた滑石製紡錘車

0

-13-



(6-Sl)が |||li tているⅢ

鉄 器   第 16区16-Tlは 反 りをもつ

"‖熊式鏃て鈴1はイく|り!Ⅲ 6-T2は 細ヤて鏃

身は | |九造 とな る. 6 - T 3・ T l tよO r

て断1山「は方形に近 く、 6-T41よ 身に lf交

する木TIかなる. 6-1｀ 5は 飲 千 11iてあ

/)う カ ーフするあた りから身の町i山|は方

|「夕に近 くなる 6-T6は 興1性卜から|||li

tた ものて l i l t 7 8  5 c m、刃ド1 ; l t 6 3 c mある‐

す巴問j分は| |メさ 5  m mほどのl t方形断 拘iをも

',、 10「火は 21刊あるt llT注に木7iか唆

ろ1 6 1｀ 7は 令it77cm、刃用;長60cmの大

りでイ「側1性から出 11.把頭聞S分にも段をイF

する

石製品  折 1 6 1 X 1 6 - S  i tよ墳 r i t t l  L  l i

器 Cイ伴 | 'カサ〉|けれて| | | l iした.作 4と4 c m、

| ,さ1  l c mでl f  l角「は椰形とな F )、側核モ)向「取 りしてt

0

第 3図 第 6号墳出土土器lu(16)

る。穿子しは鉄器を用いたようでri角に行う

／
／

‐‐

‐

ヽ

＼

,■さ|よ39g,

11器  6-1は 約|ちの代||.人 サ|;部・ll核部の境に|十い沈線を施す,焼 成は/li焼に近い。 6

-21ギ た形に近いi 人)li‖;・ 1核部|1町ジDr化は比職的シャープで、 l核 端出3内向iは地 高「となる.調

梓はやや相[く、人ブ11湘;外1白1に処1記ケJを亥」む.t ずヽ'7もA梓 出 |! 6-3は 十1核部のみで胴部はな

い1細 湘;の辻作は極めて j年かつシ十~ブ で解災なものであるt C梓 |||11. 6-4は]に墳FI[i

から|||||とた 3方透子との脚ナ|で約 を代る. 6-51よ 鮮ヽ|||liて↑スが大きい,ど のような器形に

なるか不り」であるが脚部と考えられる ↑ 1山「にわたって」年な杖撫でで仕 liげる. 6-6は Ⅵ際:

墳 rilll llの共形111でll l部は先形に近い 底 部|よ`r氏に近 く令 れ「を判といカキ||で仕 Lげる。 6-7

は′|十■|||||のケ[形のア市!.|IFi12 2cm、器|IⅢ15 95cmで脚1部に比 ヒて「1核部が発達している.底 部は

押し出して成形.11核端部に 2条の十111線を巡らし、鯨問;は2条の小さな突帯で文様帯を画して櫛

船波状文を施す。 6-8は 6け蚊および 7ケナ蚊の双方から破||が出 tiしている。頻部のカキ|]調

枠か杵しく、焼成イく史. 6-9は A伴 |||に. 6-llの 大|!輩の|1縁部と思われるものの中途を欠

いて接合しえない. 6-10は C祥 出 liのキヤで細湘!は非常にシャープである.Elll部は叩きの後粗1く

カキ||を施す. 6-11は 朴高 5 0cm札!に役原さ力るものの胴潮;の半分を欠く.焼 成は甘く、灰赤

禍色に発色する。

第12区|はli師器. 6-12～ 15はB祥 、 6-16は C梓 、 6-17は A群 から出上した。 6-12は 「1

20cm
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核問;か内チ十サしたままで終る 外 niは掩1町」り″)後」イキIに棋撫てし、内山it)Jやモな横44■で「鮮やかな

赤門色を 11する 6-13は ,、(1色に||:ilドた腕 て 十核端か小さイ1外1文する.‖‖友イi山「に炭素を吸戸|

させて点ス イ|:|げ、内1由は 1竹||に掩店き、外拘iは範削りの後判t雑な地族きをイjう.雑 形はやや石|

糾1 6-14も 13と 」様て、器キヤかややおい―|||くイに け ていたようたか、現状は末部分か灰赤門

色となる- 6-151た小甲171腕てみ/)う ll核 湘;ur l反りが強い〈)″)の、他は13・11と似る 6-16

は鉢形に近い形1人を示すか、 ‐ルふ挽としてお (ヽ1 1核 端湘;|よ小さく外反 と、底H;は r`底 瓜とな

る.器 人が荒れてtる か内1山F湖伴に地削りを|||いてt るヽようである 6-17つ 1lm"拷ゃはllR部外1白|

範削りの後対[い||けこ |て十1:|げる1内 ル(白「は杖撫ででイ|:111ず、立にり部分には刷こ||がなってい

る.ltF形ジ)器形となろうか

田)第 7号 墳

枕 5`γ j 6'」どtの11【rtl tょ幣然とれれ林されていたが、第 7'ブ墳 ||は広使樹や仲末か繁 |)i人な

杖昨か純紋にのびてた粉|1作米は困難をluyめた:町1げては既に怖1没し、イilイか」比いていたことから、

げ1部を長ナす形に枕|リ ト|ドる方法を採ったが、イ「生外にまで発材,か及んだために枕||1彫の検|||を誤Ⅲ

てしまった.

墳 丘 (雰j4区|、区1版6)

現状てF)みか|十の大きさはイ11lm前 後の円墳である.北 畔では麻 liは11体部中心から約391n

の地ズ(で始まり、その問3分|よ 1及 liのKナlt色に悟か遺存する,以 北は約20cmのドヽさで地山削り|||

しブ)段をなして徐々にllR(なる― |1体ド常の枕1形 li端は 1115mの 地点に位併するt l十f出|の 鳩 itt相

女命は 1を休出;中心から約3 6rnの地点である. 」51mの 地点からいボ2 5inにわたる 2段 の浅い構か

材f尚」されるか、この 十i体問;側の l ilrllは孤状にカーブするものの外側ラインは十1モ線に近い. このこ

とから内側の||‖油を切って後|||!に満を開削とたと考えヽ力 )々以 |に lkめ、麻 |の 打北イヽは73

1n、|11油までの内作は891nと なるⅢ奥オ性側の束日`十は肢1巧065111の鴨 liかit外部中心から約53111

の地点て始まる |‖]5ヽ 9mの 地点から幅07m、 深さ01mの 浅い渦状の落込みを確F;ましたかヽ

r`由「的には旭据できなかった. 打‖
｀
卜の観察とを合せ、 iモ体湘;中心から内側 li端作51～ 59mの 用

活か巡っていたと4Tl定さ加、株 li湘̀分をイトせた作 9 in前後の 1填とできる.

主体部 (第14図、図枚 6)

奥性llt11 0m、玄
‖
1部内側の幅081n、長さ約23mの ややJ「1の膨らむ上方形ブランをもつ。腰イ!

は枕 6'サ墳に比 [ャて大きくt、以 iはすべて抜き取らねている.紋 1部の構成は第 6ケブ墳 と共通

し、袖イiは第 1段の相|イi卜にドtくが、滑イiを||」t |ヽギにはわi ttiしている.泉 道は確認できなかっ

たが、第 5け岐のような形態を想像できよう.

遺 物 (第15メ|、図阪 9・ 10)

ri“ヽ内から鉄鉄、プリ牛の成片、須忠器′ti(第 15図7-6)、 杯身 (IF増7-1)を 、岐所モl区から

―-15-
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第+4図 第 7号墳主体部実測図 (1/40)
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第 15図 第 7号 墳出土土器 (1/3)
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多くの li材朴イ昨を||111した= 犯16隊|

7-Slジ )対すイ11製紡9年|!|よ玄
Ⅲ
I付

近で遊閉|とていた!

鉄材1  7-T itよ 鉄鏃 |‐ 刃

門;の中高1 6cmてある‐

イ,製lhⅢ  7-S ll★ 6'ザllllll

l ll林こJしとて17く、 な則1山十力ill L l山十】人

になる.「l  h i t l l  g  Ⅲ

I ‖卜     7 - 1 1ま イfイモイi台け
｀
11

て、床 向iより約10cn浮 いた1人態て

|||にした
″
ノ[形 i品■;L非 あるいはイ1

■の||,利|11に|卜`うものであろう.

ル(湘;クト山「に地1記号を夕Ⅲむ-72は

ケとす1カこllIいIL I十核|‖;に 一用S力とけ

打ヽ/六かあるか幣災な形を
illする.

1核Ir tl部を外 li方へ伊tくつまス出

に、内傾するk些1由Fを造 1)||lt、や

や膨 らムをもって十1取湘;の段フ、と

統 く こ オlもシ 十~‐オ 肺1部文様

||十F)lir に々は|)」除な段をおき、泄

,ll文を施文する1 文様イ|十の 卜|、1に

は 一IⅢイヤ1の力十 1を 対[く成すも″)

イ)、l l R聞;は静 I L覚尚け で尚1った後

に無てで十1 : l iする.  7 - 3の 1亡は

iけれに士ヒL‐て|1域1湘S√)とく力tりか 人

きく、 ll」出】技代イ■も トイ仁かヽi移イjヒ

安定感かある, 1核 端湘;か水
｀
rよ

りやや 卜方にづ|き|||されるために

控ヒ1白iは外は〔する.|1核 部は 241り

も|ドモ線r的とtt‐り、蜘湘;に対する比

第 6図 鉄 器 ・石製品実浪J図 (!2)

■か小さくなっている.】|」部は各jt t 1 /に近 t文様||十に榊船刺突文を置くが、 Lド をlh lする界線は

小さく波||ち、は11怯を利)I Jしない子ll lきである。文様杵以 卜は 」年に静ll i箆尚」りを行い、部分的

に」ll tでている|ま た、ll R部には穿子しを焼成後イjう, 7 - 4は 脚付tiであろう。透子しは 4個 所に

一 lぷ



あったと|よわれる.ll l‖;技人往部分に櫛船刺突文を施す. 7-5は

高杯あるいは底 聞̀の杖撫で調整か粕|いことか ら脚イヽ1 ltFかと思われ

る.約 たの成)|であるか透イしはない.脚 端部の造作は鋭 く、附んは

る, 7-6は イ「“内の敷イ「卜で検|||、|1核部はほぼ取rtに肥1亨し、

外1山「に 2条 の|||1線を刻む.|1核 ‖;は||IJき出して成形 し、llHl部にも極

めて膨 りの鋭い |11きを施 した後にカキ |1湖雑する. 7-7～ 9は li

山「器卜
Jぢ
杯)|.い ずオ1も杯部 ・脚部を接イトに,たあとに粘 11を充坂して

成形する, 7-10は 1l ll朴|‖とと呼んでお く,十 1核部は鋭 く折れ耐1

るⅢ湖雑竹はイくり1である. 7-11は li ll器空.肺1部は|1増延び した円

形とな り、十1核‖;はくの字状に外反する。内1角「は免尚Jりで、外1打は

llJこ|十で十li llげるようだが昨滅かll Lしい=

N)第 8号 墳

前述 したように Tl機をlll)|」して十式枕,活を枕J削した際に検|||.

墳 丘

調 rlt前の観察では林 liの作ね:に気付かなかったがイf■を発見した

ために北側ヘ トレンチを入れた.そ こでは友 liから地山まで約20cm

科の雅Ijfrゃがぁるものの、積極的に林 11といえる li肝はなかった。

しか し、イi生中心から約16mの 地点で幅約 l lla、深 さ約015mの

浅いすよt色 li膚の落込みを校|||した,こ オlは1瑠消の
一部であり、した

かャ)て、径約 9mの 円町1となろう.

主体部 (第18図、図版 7)

奥性の腰イiは抜き取ら加てお り、イi快1壁技奥部のイi材も動いてい

る.イ十イヤ) r`l山「プランは奥壁巾】予約 lm、 村|イ「部幅約06m、 長さ 2m

の羽 r枚 形である.

遺物は||||:していない.
に25cm

6-T6      6-T7

第 7図 第 6号墳出上太刀

( + 5 )
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第 8図 第 8号 墳主体部実測図 (140)

V)旧 石器時代の遺物

(1)乙植木1片墳群出上の石器 (第19図)

台形様石器 (1)  黒 躍イfのイく定形景」片を素材とする。た右側辺部の刃潰し′加工は、 c面 で

はバルブ除去作業の過程でb面からの加撃により形成され、さらに基部 (b面で)左 側辺部まで

行われている。 a面 ではd両からの加撃によるっ全皮2 4cmtt α。刃部幅1 9cmを測る。

細石核調整録J片 (2)  黒 躍石を索材とする。 b面 右側からc面左側の間に4条の細石刃安J

離痕が認められる。打面は正面及び後部側面からの加撃で作出する。偵l面調整は、 b面 では後方

下位からの一撃で作出、 cm~で は L下ム才i各方向からの調整が行われている。各面の調整技術か

- 2 0 -



ｒ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
十
１

ら半舟llR形和‖イf核のIJI白i問;無い|と考えられる.

細石刃 (3～ 7)  3は ほぼ令体を残 ヒ′ている. 4は ちt側辺部を
一潮;折断されているで 5ヽ

7は頭部、先端部を,「断 した中|1町部、 5は |1部折町の際
一JツI:側辺にノ ンチ状の決 りを入れ折断

している。各々の「十淑1竹ltは次のとお りであるt

3 令 長1 55cm、ll10 7cm、|'0 2cm

4 令 長1 6cm、 十 α帖0 7cm、1亨0 25cm

5   イilt1 45cm、 中高10 75cm、 |メ10 25cm

6   イ11こ1 lcm、 Ⅲ110 15cm、 1亨!0 2cn

7  令 k 0 7 5 c m、 幅0  5 c m、1亨0  1 5 c m

石 鉄 ( 8、 9 )   い ずれ も共i  l l l !イ「を索材とする.  8は 楠 r`な景」片をすI Jいた大型の鏃である

か、先端出;付近で折れ後に折断1白iを側1向として1好J村枠を施 している.  9は 小イ「鏃 と称するもの

で、J何率は符でl■1京| | l i角形を 1 !に、り1に部に浅いをた| )かべる.令長1  2 c m、幅1  2 c m、厚0  3 c mを測る.

以 1 9点 のイf器が採笑されている。この内 1～ 7は 、 | |イi器時代に属するものである。

―
自
-8

杢

a

―鬱営一⑧ ―ぐ―ジ ー旨3-厳 一思3-暑]
も  3 も  4 李  5 △ 6

弓ンン
|

⌒

一
　

　

　

９

ン
‐舎

一

第 9図 乙 植木古墳群出土石器 (実大)

0                   5cm

|
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十“1 乙れ“木丘陵の |イ1器資料について

本遺跡てlrl!沼された資料は、化に納イドiた とお r)て、遺
7F7の少なく|〔いことと、J』介の段階で

いや位の確1語かできなかったことは↑||しま力lるか、伊1々の資料は、今後この地域の ||イi器資料の|||

|1状態について|1町題となりうる )ヽのであるために、ll々ブ)イ↓徴をまとめておく.

十ドサ|ン様イ〕器  イ く定形の紋劉き無」||を|||い、夕t′しブ側及び先'品部に刃i技し力||を 力|える。この

1ヽの力|||■立,けて製rl!さァとた十ドル様イi十岸は、 lt崎サィ1北桂さⅢけ‖古||ヤ川1 1夕1孔遺Pll回‖で解!認さオiた|イ

【|‖||夕1乙1!十卜形様ri器 (111i l)に属十ろ車,いである こ の||ノ|んはrll(においては、 田片中では他に

すイフ形イi器、十ド形イ「朴と共伴 t、 ]片↑ては、枝ム木町!ギド形様イ器とすイフ形イi器とが||||し、

どの,キ位からも和||イf核は校|||さオ1ていない!

乙ll i木周辺の遺跡てこの形態の台形様イlPIは、十人的打lil,t池迭跡 (1+|12)、粕ll―‖j)「巧(遺lllll(古|

3)符Ⅲ岡 lj束|メ:ネ椅||1遺跡 (lil1 1)第191ズ11な とかある t第20メ|、炎 l参照|

｀
杵サ拘底形和‖イi核・和‖イ十刈  ィ|ヒ潮;すと)‖|に広く分冶it てお f)、 杓||やr町においても"」去 1に 」ヽす

とおり8遺跡でll r l認されているか、この地域では、先にホ十1介せた十ド形様イf株と共に採突さオlた例

として第20区11・ 2の浦|夕と遺Fl lや)「明(遺跡かあ|)、β村介資料としてお埼|1遺跡がある,捕 11逃跡E

kI― 卜■1で1よ、 第 20区13・ 1の 他にナイフ形イ1竹伴、 十ド形1朴 1,か枚|||されてヽヽる。 このことんヽ

ら|ドrちに結論は準き出せ|ミいか、他の地域の|||1例とん I Ⅲllなる

以 liの様に
対
4地域の|||イi器文化そのもノ)か、 す だtlt沌とにた|たlLてぉり、今後資料の増加とと

もに現ね:までに|イ:認されている資料ジ)伴メ|!を,1とめることによって解り1していかなければならない

ものと思う.

ン

|・2!清尻池遺跡、 3・ 4:蒲田遺跡 (21 3 )

- 2 2 -
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赳11 ド )i主弥、久村ず〔男 「 ||メ岳遺跡|(『日本の ||十「器文化

:±2 ■ 英出↓教育委虫会  F神 領 h墳梓f 1984

it 3 11も|||ヤ氏l折れの資料 ■ 夫町や:校史民俗資十1館に展示

「14 価 岡市教育委上ま会  F満 |1遺跡「 1975

第 1表  粕 屋平野の旧石器時代遺跡

遺

ナイフ形イi器、台

細 ri核、細 ri刃 他

尖頭器

ナイフ形 fi器、台形 ri器

ナイフ形て「器、台形様ri器、
和l ff刃、尖頭器

雄山l■1 1976)

備物

福Ⅶ市文報 第 33集

考ドi′半ジャ ナ ル70

台形イi器、細ri核|′jモ美Hl立確史資料
|(1高 氏所有)

台形様 Fi器、和HFi核

細 F i刃

ナイフ影Fi器、台形様 ri器

8 平 原子,1冗 i l~茄 面 戸  ~に 弔 与形 ri;戸

~~~~~
|九||1考|「学 5・ 6

陣耳丁
・科卑蠣頭え―

美町、1歴史民俗資料館 |

イ十器は友採liド1とあわせて十ll墳帰 11中からかなりの点数が出 11したが、多くは剣片であった。調

Fl t期|1 1と費用およびr)打介の子順から、最も良好な状態にある li坂卜層の調査を行えなかったのは

飛野のす〔任であり、今後に期すとともに多忙をさいて裁竿して填いた平ノ内氏に謝意を表する。

5. り “こ

ti)第 2次 調査のまとめ

第 5け七【  株 li rf4約7m、 周満内までを含めると径約10mの 円墳と推定できる。i体 部は

07X21mの 内法をもつ嘩火系横火式イf々であろう。石生からは鉄鎌他、墳「1から一括して須

忠器が|||liしている。このうち、杯身は大阪府陶邑占無跡群編年のT K 208型式に相ヽしようが、

杯巻はやや丈馬の感がある。甕も時期的にはやや新しい様相を見せることからT K208型 式の新

しい段階、ないしT K23理式の「ht 段ヽ階におくことができよう。第 7図 5-1は それらよりさら

に後|||する様相をみせるが、出 |二地′点が共なっているために保留しておく。

第 6ケ墳  盛 11径105m、 周満内側径約14mの 円墳である。i体 部は古式の横穴式石室であ

わお

十美町下I雄史資料館摂小

(|1高氏所右)

- 2 3 -



る.天 丼イ「の長軸が約13mと 先述 したが、現状の壮体を構築時のものとし、天)|二石架構には幅 1

mほ どにせ り|||していなければならないと仮定するならば、イi■高約16m程 とな り、 こ れは袖

イ「を約50cm lllHIるということと、イ「年のマ1白iプランから推さオlることである.注 目すべきは本Fアi

の水礎に神|えられたl iFi、屍床と浅い二【道であるこ こ のイ十年か仮に腰イ十卜のすべてを失っていた

ならば幅広なから叫火式|「年を推ケせせざるを得ないような形状である 尻 床を有する古墳は近年

その数を用したとはいえ、分布iからみれば衛ねiしており粕
′
|ドイiいでは初|||の例てあろう。

i童物はイf年から鉄器)|とイ(恵器lt:、墳 riから 11器及び紡鉦Ⅲが|||11した,ど〔丘A群 は須忠器盗

・1可杯益を、B椰 は 11師器腕、そ してC村 は次忠据やtit・「」lとや 1lPll器の和J片からなっていた。こ

のうち、杯為は第 5'」岐|||liケ1に比べて人井かややhも`rで ,11村|を示すといえ、1ヤの「1線形態にお

いても大きく弧を描くように外反する様相はT K208)fl式に対I H4するものと考えられる。

第 7'ナ壌  鳩 li作約 7m余 、ITfll温内側までの作約 9mの 円墳に復原されよう。F14はそのプ

ランから竪火系横「1式イi体に属する。遺物はイ1年内から鉄器)|、須恵器tr・杯、墳丘から+1白T器

を|||卜した。このうち、イi“内から||l liした杯身は迪葬に伴うもので 6い:紀木策に比定できる.

他は第 5サ墳と「」じく、T K 208～T K23な,式頃に料I H4するであろうが、1との「1縁形態はHFl部の

それに比して 与村1を示す.

第 8巧墳  墳 所1は明構で反転し,て任約 9mの [」墳となる

が、恐らく早火系横「1式イfキヽであろう.遺 物は持無である.

卜体部は腰石を成すのみである

t il)占墳群の構成

先の報告で嗣介Ⅲl肖者のFflll勲氏lt、第 1巧墳毛r T K20811式、第2号墳の遺物群には新占の

様相|が認められるものの大略 T K23'f!式に、そして第 3号岐をT K47ツ〔!式におのおのや′行すると

して第 1ケザ墳から順次内側へと築造されると考えた。

そして御口十の調介では第 6け岐が最初に案造され、じ|き続いて第 5け墳、第 7巧墳が村1前後 し

て続くとちえるか、第 2巧壌と第 5ぢ填についてはどうであろうか.杯 身は第 5ケナ墳出i例 では

立 liり部分の器高に対する比率が112~lこ対して、第 1サ岐出 |!例では約1′
‐3であり、 第 5号 墳か

ら||ILした身の力が、1に り部分がよtく、企体の造作も薄く||:11かることなどから先出すると考え

られるが、杯様に犯式メ:は地|||し難い。また、第 7号墳||l liのはと第 2巧墳出上の魅との比較で

は第 2け墳出 11占!1の方が技巧に/Lるきらいがうかがえるものの近似する要素が多い。

以上、簡略ながら時期的な問題を記述したが、これらを総合すると以升のようになる。

まず、T K208型式の段階で第 1け墳および第 6号墳が築か加′る.一方は狭長な平面プラン、他

方は幅広の羽 子板形プランを有するものの、||づ者はともに袖石を地山に埋め込まず|「石上に載せ

るという椎拙な手法を採用する点で共通するとその後、T K23型式段階までに第 2号墳 ・第 5号

墳 ・第 6サ墳等が築造されるて遺物からみれば後 2者の方がやや先行したといえる。この場合も

羽 子版7//プランと長方形プランの組合せとなる。さらに第 3号墳が後続する。第 8号墳について

- 2 4 -



は築造時を/」Nす遺物はないが、構造や立地から他の古墳と大きな時期差はないであろう。

|二たしたような石生形態の差共は柳沢一男氏によって、幅広タイプは前方後11墳や大型首長墓

に、狭長なタイプは中小の,ヤ墳に採1打されると指摘されてt るヽが、本占墳群は中小規模の占墳問

にも採用する石生形態にた災があるという一例を示している。そして各時期で両者が和ど合さるこ

とは優劣の関係を推測させるcメロち、本肝は盟 L的な第 6号墳 ・第 2号墳 ・第 3号墳の 3代 3も

墳を中心として、その近親材のPl墳を力||えた泉所であると考えられるのである。

第4号墳に関 しては先の報告章で示されたように他のLtl墳との系諸が把めず、除外しておく。

造常朱|」たちについては以 下のように考えられる。第 8号墳はやや1苫]題があるものの、他の 6

基のざi墳が尾根線よりやや北側にII千置Rン、地形的に北を意識していることは既に指摘されたとお

りで、今IHI調THNした1片填もすべて同様である。このことはとりも向さず造営した集団がこのだ根

の北方で牛活していたことを示す.木 に1陵の北侵1は狭い谷を枚んでな杉山から派仁する標高30m

前後の低所1陵が複郊に入り和とみ、その Lには1日石器時代以来の祖先の足跡が知られており、本戸f

墳群の被葬孝進もその一端を小!っていたであ/‐Nう。

しい 乙 杓れ木!与政梓の意義

|ェ墳群は 31‖i代にわたると想定しているが、この五i陵に初めて築かれたさi墳はいずれも袖石iを

柾イi liに載せるという不安定な構造を採用しており、肖地における此の種の石家の初現としてふ

さわしい|こ の系辞は第 6号域に用いら加た屍床が示唆する。いわゆる屍床は肥前 ・肥後 ・筑後

地方に発達 した構造物であるが、その最も簡略化された形態といえる奥壁に平行して 1人分の屍

床のみを設ける,h域が分散して知られるようになった.武 雄市玉島ド1墳?有 明Wl竜王崎 3巧墳?

|十木市小『1茶に1塚汁,墳?ン|1席崎町奴||18号墳7福 間町子光古墳群南支群第 2号壌?宗 像市須恵ク
7 )

ヒノ浦遺跡などである。これらのうち、宗像地域は屍床瑞行地域とは遠隔の地であるが、乙植木

汁l墳肝第 6号墳を介して結び付けられる。この背景にはその死に際して 「糟屋の屯倉Jが 献 Lさ

れたという筑紫1可造解ブ十の影響が看取できる。第舛の没年は527年とされるが、本古墳の造営時

期を考慮すれば筑紫丹が勢力範囲を拡大しつつある期間に該当する。

仰 今 後の課題

今1可の調査で初期積穴式/1年および竪火系横[l式石室のみを埋葬i体 とする小規模な群集墳の

1つが明らかとなったものの、まだ数少ないこのような遺跡は特定Pll人泉から、ある種の一般家

族泉へと変容する過渡的な差制とにて多くの内容をはらんでいる。この報告では担当者の力量不

足も手伝って高ヽヽ尽せなかった点が多くある。今後へ残された課題としていくつかの点を列記し

ておく。

墳EllH L遺物について 第 1次調査に続いて今次も墳丘から多くの遺物を出上した。第 5号墳

は I隊:から底部穿子しの甕と杯巻 ・杯身が、第 6号墳は l lX~から大別してA・ B・ Cの 3群に分れ

て多くが出工した。A群 では破片の積重なった須想器壼と杯蓋、B群 では上師器、C群 では上師

- 2 5 -



・|十客〔は器の多 くに提ャって大小の礫 とイ「製紡鈍 |liがあった.第 7を墳ではA・ B肝 に分れていた

が解叫の段階で提舌Lしてしまった.か 、ここでも位 lrl的には第 6'サ墳 と共通する現象がみ られ

る。牌位的な問題は必ず しも確認できていないか、いずれ も鳩 11の開始するあた りの地山 11にあ

ることは解っている.第 2号 墳で指摘さねたように、ケ1送儀礼終 J′後に破吸あるいは遺交 して株

11を行ったとしヽう解和くを今十日も継ホ しておくか、そのり1昨F4‐中1位判係、出 |1状汐ととともに、は義

については 今後の資料の充実を図る とともに枚Fi寸したい!

客〔忠桝|について l i  ⅢⅢ〔朴|| |にのグ1忠器か降」出柄イlrの1期あるいは 14 !式に相| 1`することに労:論

はないであろうと しかし、そのうちのどの11式、段貯ヤに比忙するか|よ意,ン)分″1る聞;分もあると

はわねる,殊 にホ杯 ・|とはそのまま降」巴綿年にヽてはめることは 【々1 4 1 !かある:例 えば益杯に関し

ては大)|‐湘̀あるいはll R部内1白「のIJ t t  j t t H l共及かある. この「法は降」出では 11例のMT 1 5サ千!式に

なって現わオtるものであるという.ま た、杯身ヤiLり内向iは段となる″1か多いか、第 5' j町11 1 1 1 t

ケ1はいずれも沈線で持えている.益 の形態も降J巴編イ||では新しい要素てある.

以 11を要約すオlはこれらを焼成した焦か北部九州に存ね:するF)てはないかということである=
8,

従来、北‖̀プし州に初現の無Fllは柄 ll l丁新ケ(焦跡ギ“:賀市Tll能池無湖fか障」芭 1期後H4からb ll始さ

れるといわオtているかその11+細は公災されていオfい そ の後、 ||オく市明辺て陶出で製作されたせ)

のとはりJらかに災なる陥J質の 11器が大壮に|||liするとともに箕Pllも特j13さ力lている?こ れらは陶

巴で須は器′|:たが開始されたのと|」ビ町〔あるいは遡ると考え',力1ており、そうすオ1ば新サt賓など

との十1咽に介打:する焦lFrltのイr Tliもちえられよう、

キL

l)り ‖りく―男  1聯 火系棋 |八十1■1好ち―ヤリ411杖火八十1■ず'系fl争-1(『森虫次郎侍 |:1 1 1布記占ド1文十ヒ論

笑  liと. 1 9 8 2 )

2 )“ セ空サi十数行委虫公 ずに品「!1墳! 1 9 7 3

3 )“ :貸峰1教台奏員会 『t i l崎P]墳岸_19 6 8

1 )十 1木 1丁教育委史会 1小十11余|:1塚!(「|十木市i文化tll  t t  r l報lt i f第4実  19 7 9 )

5 )村 llサlt教育委す宝会 『新味 ・々文 11墳肝す(『柄問サ,l k lヒけ1洲14F報↑iキi第 54朱)19 7 7

6 )福 1判町教奇委虫会 「手光「片墳拝 il( F t t f悟1‖↓文化lll J司命報fiiキ!第 1集 19 8 1 )

7 )昭 和159年、求像市教持委員会調イド. 6‖i杷後半とfll定きれる前方後円填.

8)小 円臣 よ雄 十九サ||の須恵器J(F I世界陶磁令集ど 2 小 ヤ館、197 9 )

9 )‖ 木市教育委!i会 「1与キ墳基群 、十1与キ岐ネ辞 『|(『|1木|」文十ヒ財凋4報 告ま弟11・15年 19 8 2
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版図



景 (西上空か ら)

( 2 )全 景 (北西上空か ら)
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(3)第 5号 墳主体部 (東から)
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(|)第 6号 墳墳丘出土土器
A群 (南から)

( 2 )同 B群

(南か ら)

( 3 )同  C  群

(南か ら)
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(3)第 7号 墳主体部 (西から)



(|)第 8号 墳主体部 (西から)

(2)調 査終了後全景 (東から)
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